
 

 ◆ 説明会の参加予約不要、ただし各回先着 100 名までです。 

問合せ先： 京都大学研究国際部留学生課 担当：片山  TEL 075-753-2242 

主   催： 京都大学 国際交流センター／研究国際部留学生課 

■ 日 時: ２０１１年１１月２９日 （火） 

        昼休みの 12:10-12:50 

■ 場 所: 国際交流センター KUINEP 講義室 

■ 対 象： 本学大学院生および来年度大学院に在籍予定の学部生* 
*シンポジウムへの応募は、来年 5 月現在、大学院に在籍予定の学部生も可能。ただし
いずれも 1982 年またはそれ以降に出生した者に限る。詳細は説明会または St. Gallen 
Symposium 公式ウェブサイト参照。 www.stgallen-symposium.org 

■ プログラム： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

St. Gallen Symposium 説明会 
～世界各国から集う 600 人のリーダー、200 人の学生たちと、グローバルな問題について議論しよう！～ 

 
St. Gallen Symposium は、40 年以上の歴史を誇り、毎年 5 月にスイスの St. Gallen 大学のキャンパスで開催

される国際シンポジウムです。ここでは、世界の指導者、学生が集い、グローバルな課題について議論します。

2012 年 5 月開催のテーマは”Facing Risk”。リスクやリスクを伴う行動に対して、これを前向きに捉え、リスク

を一般的な事実として認識することにより見えてくる可能性を検証します。 

今年も、St. Gallen 大学から代表者が来日し、シンポジウムの概要、エントリー方法（エッセーの提出等）等に

ついて説明会を開催します（シンポジウムへの参加が認められると、航空運賃、滞在費は主催者側が提供し

ます）。また、昨年 5 月のシンポジウムに参加した本学大学院生が、経験談も披露してくれます。 

あなたも是非説明会に参加して、来年のシンポジウムを目指してみませんか？ 

For more than 40 years, the St. Gallen Symposium has been a platform and meeting place where 
over 600 leaders from business, science, politics and society come together with 200 outstanding 
students and young personalities from all over the world. The topic for the next St. Gallen Sympo- 
sium will be "Facing Risk." Student participants are selected among those who submit entry for 
essay competition and the St. Gallen Symposium covers their board & lodging as well as the flights 
during the Symposium. Graduate or postgraduate level students (Masters, MBA, PhD, etc.), and 
undergraduates who will be enrolled on a graduate level by the time of the symposium are eligible to 
apply as long as they are born in or after 1982. Why don’t you join the information meeting? 

What is St. Gallen Symposium? 


